
研究不正防止に関する取り組み
『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－』
（グリーンブック） 15,53-54



様々な組織が国際的に取組んでいる

研究公正に関する世界会議(World Conference on Research Integrity)

・第2回(2010年)「シンガポール宣言」
https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/singapore_statement_JP.pdf
https://wcrif.org/guidance/singapore-statement

・第3回(2013年)「モントリオール宣言」
https://wcrif.org/guidance/montreal-statement

・第5回(2017年)「アムステルダム・アジェンダ」
https://www.jst.go.jp/kousei_p/posts/201709275thWCRI4.html
https://wcrif.org/guidance/amsterdam-agenda

欧州科学財団(ESF)、
全欧アカデミー(ALLEA)
・研究公正に関する欧州
行動規範

アメリカ保健福祉省(HHS) 
「研究公正局(ORI)」
・研究公正に関する啓蒙活動
や不正事案に関する調査

Global Research Council：研究費助成機関



• 公正で責任ある研究活動を推進する上で
どの研究領域でも共有されるべき価値

研究のすべての
側面における

誠実性

研究実施における

説明責任

協働における
専門家としての

礼儀および

公平性

他者の代表として
の研究の

適切な管理

研究公正に関するシンガポール宣言の4原則
『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－』
（グリーンブック）、p53-54

https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/singapore_statement_JP.pdf



不正に対する措置

交付決定の取り消し等
を行い、返還を求める

競争的資金への申請
および参加資格に制
限が科せられる





参考

• 『科学の健全な発展のために－誠実な科
学者の心得－』（グリーンブック）
15,53-54

• 東北大学における研究不正の対応に係る
体制整備について
– http://www.bureau.tohoku.ac.jp/kenkyo/fb/fuseibousi.htm


